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(57)【要約】
　液晶表示装置における高速動画処理部(11)は、現フレ
ームデータと前フレームデータとを入力としてオーバー
シュート駆動を行なうための出力を得る複数のＬＵＴを
備えた演算部(111)と、前フレームの映像データ信号を
格納するフレームメモリ(112)とを備えている。同一フ
レーム期間中の各書き込み期間では、演算部(11)は、ホ
スト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレー
ムデータとし、フレームメモリ(112)から読み出した映
像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行なう。また、オ
ーバーシュート駆動を行なうためのＬＵＴは、各書き込
み期間毎に異なるＬＵＴに切り替えられる。



(2) JP WO2008/117623 A1 2008.10.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　前フレームの映像データ信号を格納するメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行なうため
のデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納するメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上記予測
演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバ
ーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、上記第１のメモリから読み出
したデータを上記第２のメモリに格納し、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行
なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項４】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
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めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行
なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項５】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第２のメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバ
ーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上
記予測演算を行ない、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデ
ータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、
上記予測演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第２のメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデ
ータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、
上記予測演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
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ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として、２回目からｎ回目までの書き込
み動作時に同一の印加電圧でオーバーシュート駆動を行った場合に、最終的に所望の階調
値が得られる映像データを予測演算する予測演算部と、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納するメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、該データ変換によって得られた映像データ
信号を液晶パネルに出力し、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上記予測
演算を行ない、その演算結果で上記メモリを書き換え、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記メモリから読み出した映像データ信号を液晶パネルに出力することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項８】
　上記黒表示期間は、液晶パネルのバックライトを一括消灯することによって実現される
ものであり、
　上記黒表示期間の開始は、１フレーム期間内のｎ回目の書き込み動作の開始より後で、
かつ、次のフレームの開始前であることを特徴とする請求項１ないし７の何れか一項に記
載の液晶表示装置。
【請求項９】
　上記黒表示期間の終了は、次のフレームにおける最初の書き込み動作の終了前であるこ
とを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　１フレーム期間内に、液晶パネルへの書き込み停止期間を有していることを特徴とする
請求項１ないし７の何れか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　上記演算部においては、同一フレーム中の書き込み動作の度に書き込み回数がカウント
され、上記複数のＬＵＴは上記カウント数に応じて使用されるＬＵＴが選択されるもので
あり、
　上記ホスト装置から送信される映像データ信号は、フレームが変わる度にリフレッシュ
されると共に、上記ホスト装置からこのリフレッシュ動作に伴って画像切替信号が入力さ
れ、
　上記演算部では、上記画像切替信号の入力に応じて、使用するＬＵＴのカウントをリセ
ットされて、使用するＬＵＴが最初のＬＵＴに戻されることを特徴とする請求項１，４，
５の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　上記請求項３ないし７の何れかに記載の液晶表示装置と、
　上記液晶表示装置に映像データ信号を送信するホスト装置とを備えた表示装置であって
、
　上記ホスト装置は、上記液晶表示装置に対して、１フレームに１回の映像データ信号の
送信を行なうことを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　上記ホスト装置は、上記液晶表示装置に対して、書き込みの速度に合わせて映像データ
信号の送信を行ない、それ以外の期間は映像データ信号の送信を休止することを特徴とす
る請求項１２に記載の表示装置。
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【請求項１４】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　前フレームの映像データ信号を格納するメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行なうため
のデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴とする液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納するメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上記予測
演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバ
ーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、上記第１のメモリから読み出
したデータを上記第２のメモリに格納し、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行
なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴と
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する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得る複数のＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オーバーシュート駆動を行
なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用いて実施することを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第２のメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバ
ーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上
記予測演算を行ない、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデ
ータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、
上記予測演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後の各画素の
到達階調を予測演算する予測演算部と、
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　現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第２のメモリとを備えており、
　同一フレーム期間中の各書き込み期間では、
　上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オー
バーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、
　上記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデ
ータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、
上記予測演算を行なうことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレー
ム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置の駆動方法に
おいて、
　上記液晶表示装置は、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうた
めの出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、
　現フレームデータと前フレームデータとを入力として、２回目からｎ回目までの書き込
み動作時に同一の印加電圧でオーバーシュート駆動を行った場合に、最終的に所望の階調
値が得られる映像データを予測演算する予測演算部と、
　上記予測演算部によって演算されたデータを格納するメモリとを備えており、
　１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、
　上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータと
し、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュ
ート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、該データ変換によって得られた映像データ
信号を液晶パネルに出力し、
　上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデー
タとし、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上記予測
演算を行ない、その演算結果で上記メモリを書き換え、
　１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、
　上記メモリから読み出した映像データ信号を液晶パネルに出力することを特徴とする液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものであり、特に動画表示時における動画ボケを解消
する液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置は、テレビ、モニター、携帯電話など、種々のサイズのものが様々
な機器で使用されている。一方、液晶表示装置は、その駆動方式がホールド駆動であるこ
と、液晶の応答性が低いことなどにより、動画表示時における画像ボケの問題がある。
【０００３】
　ホールド駆動に起因する画像ボケを解消するための技術として、例えば、黒挿入表示が
知られている。黒挿入表示では、１フレームを複数のサブフレームに分割し、少なくとも
一つのサブフレームを表示期間とし、他の少なくとも一つのサブフレームを黒表示期間と
して擬似インパルス駆動を行い、画像ボケを抑制する。
【０００４】
　このような黒挿入表示では、バックライトの点灯制御を行ったり、液晶パネルへの黒書
き込みを行ったりすることで、黒表示期間の黒表示を実施することができる。近年では、
携帯電話等のモバイル機器でも動画表示機能が要求されており、このようなモバイル機器
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では、装置構成や制御手段を簡略するために、バックライトの一括点灯制御によって黒挿
入表示を行う構成が好ましい。尚、一般には、黒挿入表示とは、液晶パネルに黒データを
書き込むこと黒表示を挿入する方法を指すことが多い。しかしながら、本明細書において
は、単に、黒表示期間と画像表示期間とを有する表示方法を黒挿入表示と記載し、バック
ライトの点灯制御によって黒表示期間と画像表示期間とを形成する方法も黒挿入表示と呼
ぶものとする。
【０００５】
　しかしながら、液晶表示装置には上述のように液晶の応答性が低いといった問題もある
ため、黒挿入表示を行うのみでは動画ボケを十分に解消できないことも多い。すなわち、
上記黒挿入表示では、黒表示期間中に画素への書き込みを行うが、表示期間においては書
き込みによる液晶応答が完了している必要がある。しかしながら、画面上部の画素では黒
表示期間の最初の上で書き込みが行われるため、表示期間に移るまでに液晶の応答期間が
確保できるが、画面下部の画素では黒表示期間の最後の上で書き込みが行われるため、表
示期間に移るまでの期間が短く液晶応答が十分に完了しない。このため、表示画面の上部
と下部とで、動画ボケ抑制効果に差が生じることが考えられる。
【０００６】
　特許文献１には、黒挿入表示のみでは解消できない動画ボケを抑制するために、黒挿入
表示に予備書き込みやオーバーシュート駆動を組み合わせて行う液晶駆動方法が開示され
ている。
【０００７】
　特許文献１の液晶駆動方法では、黒表示期間に予備書き込みと正規書き込みとの２回の
書き込みを行っている。これにより、画面下部の画素においても黒表示期間の前半に行わ
れる予備書き込みによって、液晶の応答期間を得ることができる。
【０００８】
　また、特許文献１では、予備書き込みの時には、オーバーシュート駆動を行って、液晶
の応答速度をさらに向上させることが開示されている。オーバーシュート駆動とは、現階
調から表示しようとする階調への変化方向が正方向の場合、表示しようとする階調の書き
込み電圧よりも大きい電圧を所定の期間、印加し、現階調から表示しようとする階調への
変化方向が負方向の場合には、表示しようとする階調の書き込み電圧よりも小さい電圧を
所定の期間、印加し、液晶分子の配向変化を促進させることで液晶の応答性を向上させる
技術である。つまり、表示しようとする画素の第１の透過率から第１の透過率より大きい
第２の透過率に変化させるような場合には、所定の期間、第２の透過率に対応する書き込
み電圧より大きい電圧を印加させる駆動方法である。
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００１－２０１７６３号公報（公開日：２０
０１年７月２７日）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２００３－１３１６３５号公報（公開日：２０
０３年５月９日）」
【発明の開示】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１の構成では、１フレームに２回の書き込みが行われるの
に対し、オーバーシュート駆動は予備書き込み時の１回しか行われない。このため、液晶
の応答速度が十分に改善されず、目標の輝度に到達できない場合があった。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、黒表示挿入を行う
ことで動画ボケを抑制する液晶表示装置において、液晶の応答速度をより向上させる駆動
を実現することにある。
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒表示
期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへの書
き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレーム
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データとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得る複数のＬＵＴを備
えた演算部と、前フレームの映像データ信号を格納するメモリとを備えており、同一フレ
ーム期間中の各書き込み期間では、上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像
データ信号を現フレームデータとし、上記メモリから読み出した映像データ信号を前フレ
ームデータとして、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、オ
ーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用い
て実施することを特徴としている。
【００１２】
　上記の構成によれば、１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを有する表示を
行うことで、液晶パネルのホールド型駆動に起因する動画ボケを抑制できる。さらに、１
フレーム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施することで、液晶の応答
性が低いことに起因する動画ボケも抑制できる。
【００１３】
　さらに、同一フレーム期間中の各書き込み期間においてオーバーシュート駆動を実施す
ることによって、液晶の応答性が低いことに起因する動画ボケをより一層抑制できる。
【００１４】
　ここで、１フレーム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回実施する場合、各書き込み
期間においてオーバーシュート駆動を実施しようとすると、最初の書き込み期間では最適
なオーバーシュート駆動が行なえても、２回目以降の書き込み期間では、それ以前の書き
込み動作の影響を受けて液晶の配向状態が変化しているため、同一のＬＵＴを使用しても
最適なオーバーシュート駆動が行なえないといった問題がある。これに対して、上記構成
では、各書き込み期間毎にＬＵＴを切替えることによって、書き込み動作時に実施される
全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定することができる。
【００１５】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒
表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへ
の書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレ
ームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得るＬＵＴを備え
た演算部と、現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後
の各画素の到達階調を予測演算する予測演算部と、上記予測演算部によって演算されたデ
ータを格納するメモリとを備えており、同一フレーム期間中の各書き込み期間では、上記
演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータとし、上
記メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュート駆
動を行なうためのデータ変換を行ない、上記予測演算部では、ホスト装置から送信されて
くる映像データ信号を現フレームデータとし、上記メモリから読み出した映像データ信号
を前フレームデータとして、上記予測演算を行なうことを特徴としている。
【００１６】
　上記の構成によれば、同一フレーム中の２回目以降の書き込み期間では、それ以前の書
き込み動作の影響が予測演算部によって予測され、メモリに格納された前フレームの映像
データ信号が更新される。このため、演算部において同一のＬＵＴを使用しても、書き込
み動作時に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定するこ
とができる。
【００１７】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒
表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへ
の書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレ
ームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得る複数のＬＵＴ
を備えた演算部と、現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており
、前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、１フレーム期間
中の最初の書き込み期間では、上記演算部では、ホスト装置から送信されてくる映像デー
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タ信号を現フレームデータとし、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を前フ
レームデータとして、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、
上記第１のメモリから読み出したデータを上記第２のメモリに格納し、１フレーム期間中
の２回目以降の書き込み期間では、上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映
像データ信号を現フレームデータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号
を前フレームデータとして、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと
共に、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵ
Ｔを用いて実施することを特徴としている。
【００１８】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒
表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへ
の書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレ
ームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得る複数のＬＵＴ
を備えた演算部と、現フレームの映像データ信号を格納する第１のメモリとを備えており
、前フレームの映像データ信号を格納する第２のメモリとを備えており、同一フレーム期
間中の各書き込み期間では、上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像デー
タ信号を現フレームデータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フ
レームデータとして、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行なうと共に、
オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を各書き込み期間毎に異なるＬＵＴを用
いて実施することを特徴としている。
【００１９】
　上記の構成によれば、演算部において各書き込み期間毎にＬＵＴを切替えることによっ
て、書き込み動作時に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を
決定することができる。さらに、現フレームデータを第１のメモリに格納し、前フレーム
データを第２のメモリに格納した状態で上記演算を行なうため、ホスト装置から液晶表示
装置への映像データの送信は１フレームに１回でよく、高速データ送信による消費電力の
増加を回避できる。
【００２０】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒
表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへ
の書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレ
ームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得るＬＵＴを備え
た演算部と、現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後
の各画素の到達階調を予測演算する予測演算部と、現フレームの映像データ信号を格納す
る第１のメモリとを備えており、上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第
２のメモリとを備えており、１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、上記演算部で
は、ホスト装置から送信されてくる映像データ信号を現フレームデータとし、上記第１の
メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュート駆動
を行なうためのデータ変換を行ない、上記予測演算部では、ホスト装置から送信されてく
る読み出した映像データ信号を現フレームデータとし、上記第１のメモリから読み出した
映像データ信号を前フレームデータとして、上記予測演算を行ない、１フレーム期間中の
２回目以降の書き込み期間では、上記演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像
データ信号を現フレームデータとし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を
前フレームデータとして、オーバーシュート駆動を行なうためのデータ変換を行ない、上
記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータ
とし、上記第２のメモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、上記
予測演算を行なうことを特徴としている。
【００２１】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間中に黒
表示期間と画像表示期間とを有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへ
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の書き込みをｎ回（ｎ≧２）実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレ
ームデータとを入力としてオーバーシュート駆動を行なうための出力を得るＬＵＴを備え
た演算部と、現フレームデータと前フレームデータとを入力として各書き込み期間終了後
の各画素の到達階調を予測演算する予測演算部と、現フレームの映像データ信号を格納す
る第１のメモリとを備えており、上記予測演算部によって演算されたデータを格納する第
２のメモリとを備えており、同一フレーム期間中の各書き込み期間では、上記演算部では
、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータとし、上記第２の
メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュート駆動
を行なうためのデータ変換を行ない、上記予測演算部では、上記第１のメモリから読み出
した映像データ信号を現フレームデータとし、上記第２のメモリから読み出した映像デー
タ信号を前フレームデータとして、上記予測演算を行なうことを特徴としている。
【００２２】
　上記の構成によれば、同一フレーム中の２回目以降の書き込み期間では、それ以前の書
き込み動作の影響が予測演算部によって予測され、メモリに格納された前フレームの映像
データ信号が更新される。このため、演算部において同一のＬＵＴを使用しても、書き込
み動作時に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定するこ
とができる。さらに、現フレームデータを第１のメモリに格納し、前フレームデータを第
２のメモリに格納した状態で上記演算を行なうため、ホスト装置から液晶表示装置への映
像データの送信は１フレームに１回でよく、高速データ送信による消費電力の増加を回避
できる。
【００２３】
　本発明に係る他の液晶表示装置は、１フレーム期間中に黒表示期間と画像表示期間とを
有する表示を行うと共に、１フレーム期間中に液晶パネルへの書き込みをｎ回（ｎ≧２）
実施する液晶表示装置において、現フレームデータと前フレームデータとを入力としてオ
ーバーシュート駆動を行なうための出力を得るＬＵＴを備えた演算部と、現フレームデー
タと前フレームデータとを入力として、２回目からｎ回目までの書き込み動作時に同一の
印加電圧でオーバーシュート駆動を行った場合に、最終的に所望の階調値が得られる映像
データを予測演算する予測演算部と、上記予測演算部によって演算されたデータを格納す
るメモリとを備えており、１フレーム期間中の最初の書き込み期間では、上記演算部では
、上記第１のメモリから読み出した映像データ信号を現フレームデータとし、上記第２の
メモリから読み出した映像データ信号を前フレームデータとして、オーバーシュート駆動
を行なうためのデータ変換を行な、該データ変換によって得られた映像データ信号を液晶
パネルに出力し、１フレーム期間中の２回目以降の書き込み期間では、上記メモリから読
み出した映像データ信号を液晶パネルに出力することを特徴としている。
【００２４】
　上記の構成によれば、最初の書き込み動作時には、演算部での演算によって求められた
データによって最適なオーバーシュート駆動が行なえ、２回目以降の書き込み動作時には
、上記予測演算部によって演算されたデータにより、２回目からｎ回目までの書き込み動
作時に同一の印加電圧でオーバーシュート駆動を行った場合に、最終的に所望の階調値が
得られるであろうデータを用いてオーバーシュートが実施される。このため、書き込み動
作時に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態１における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図２】本発明が適用される液晶表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態１における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態２における高速動画処理部の構
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成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態２における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図６】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態２における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態２における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図８】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態３における高速動画処理部の構
成を示すブロック図である。
【図９】（ａ），（ｂ）は、液晶表示装置におけるＬＣＤパネルへの書き込み動作とバッ
クライト制御との関係を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施形態について図１ないし図９に基づいて説明すると以下の通りである。
先ずは、本実施の形態１に係る液晶表示装置の概略構成を図２を参照して説明する。
【００２７】
　図２に示す液晶表示装置１は、高速動画処理部１１、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display
）コントローラ１２、ＬＣＤドライバ１３、ＬＣＤパネル１４、ＢＬ（Back Light）ドラ
イバ１５を備えて構成されている。また、液晶表示装置１は、ホスト装置２から映像デー
タ信号及び表示制御信号を供給されることによって画像表示を行うものとする。ここで例
えば、本発明を携帯電話やパソコン等に適用する場合、液晶表示装置１は液晶表示モジュ
ールに相当し、ホスト装置２は携帯電話やパソコン等のＣＰＵに相当する。
【００２８】
　ホスト装置２は、グラフィックコントローラ２２にて生成された映像データを出力バッ
ファ２３を介して、液晶表示装置１の高速動画処理部１１へ出力する。グラフィックコン
トローラ２２は、メインコントローラ２１によって制御される。さらに、メインコントロ
ーラ２１は、同期信号、映像切替信号、およびＢＬ制御信号等の各種制御信号を生成し、
これらの制御信号を出力バッファ２３を介して液晶表示装置１に出力する。
【００２９】
　高速動画処理部１１には、映像データ信号、同期信号、切替判定信号が入力される。高
速動画処理部１１は、ホスト装置２から入力された映像データ信号を元映像データとして
、これが本実施の形態に係る駆動方法に適した映像データとなるように、元映像データに
対してデータ変換処理を施す。高速動画処理部１１で変換された映像データはＬＣＤコン
トローラ１２を介してＬＣＤドライバ１３のデータ信号線駆動回路へ出力される。また、
高速動画処理部１１は、クロック信号や同期信号等の制御信号をＬＣＤコントローラ１２
を介してＬＣＤドライバ１３のデータ信号線駆動回路および走査線駆動回路へ出力する。
【００３０】
　ＬＣＤドライバ１３は、データ信号線駆動回路および走査線駆動回路からなる。データ
信号線駆動回路には、高速動画処理部１１によってデータ変換された映像データ信号と、
クロック信号および水平同期信号等の制御信号とが入力される。データ信号線駆動回路は
、映像データを所定のタイミングでＬＣＤパネル１４の各データ信号線に出力する。走査
信号線駆動回路には、スタートパルス信号、クロック信号および垂直同期信号等の制御信
号が入力される。走査信号線駆動回路は、走査信号を所定のタイミングでＬＣＤパネル１
４の各走査信号線に出力する。
【００３１】
　ＬＣＤパネル１４は、データ信号線駆動回路および走査線駆動回路から入力される走査
信号および映像データ信号によって駆動される。また、ＬＣＤパネル１４はバックライト
を備えているが、このバックライトはＢＬドライバ１５によって点灯制御される。また、
図２の例では、ＢＬ制御信号が、ホスト装置２のメインコントローラ２１から出力バッフ
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ァ２３を介してＢＬドライバ１５に入力されているものとする。
【００３２】
　液晶表示装置１において、高速動画処理部１１、ＬＣＤコントローラ１２、ＬＣＤドラ
イバ１３、およびＢＬドライバ１５等の回路部は、これの一部または全部をＬＳＩ化する
ことが可能である。また、これらのＬＳＩ化された回路部をＬＣＤパネル１４上に形成す
ることも可能である。また、ホスト装置２におけるメインコントローラ２１、グラフィッ
クコントローラ２２、および出力バッファ２３は、これの一部または全部をＬＳＩ化する
ことが可能である。また、ＢＬ制御信号は、ホスト装置２からでなく、高速動画処理部１
１から出力されても良い。
【００３３】
　次に、本発明の特徴部分である高速動画処理部１１の構成および動作について、図１を
参照して詳細に説明する。尚、本実施の形態１に係る高速動画処理部１１は、動画表示時
における動画ボケの抑制に適した駆動方法を提供するものであり、黒挿入表示と、ＬＣＤ
パネル１４に対して１フレーム期間における複数回の書き込みと、オーバーシュート駆動
とを組み合わせてなる駆動方法を行う。より具体的には、１フレーム期間中に行われる複
数回の書き込みに対して、これら複数の書き込みの全てでオーバーシュート駆動を実施す
ることに特徴を有する。
【００３４】
　図１に示す高速動画処理部１１は、演算部１１１とフレームメモリ１１２とを備えて構
成されている。先ず、演算部１１１には、ホスト装置２より映像データ信号と映像切替判
定信号とが入力される。また、フレームメモリ１１２には映像データ信号が入力される。
フレームメモリ１１２は、この入力された映像データ信号を、１フレームの期間（すなわ
ち、次フレームの映像データ信号が入力されるまで）これを保持する。
【００３５】
　演算部１１１は、オーバーシュート駆動を行うためのデータ変換を行うための処理部で
あり、複数のＬＵＴ（Look-Up Table）を有している。オーバーシュート駆動では、表示
しようとする階調に対応する書き込み電圧よりも大きい電圧を各画素に印加するが、この
ときの適切な印加電圧は、通常、現フレームの映像データと前フレームの映像データとを
比較し、階調値の変化量に応じて決定される。このため、フレームメモリ１１２は、上記
比較のために前フレームの映像データを保持する。尚、本実施の形態では、１フレーム期
間中に複数の書き込み動作が行われるため、１回の書き込みにかかる期間をサブフレーム
としており、原則的には現サブフレームの映像データと前サブフレームの映像データとを
比較することによってオーバーシュート駆動のための印加電圧を決定する。
【００３６】
　演算部１１１は、入力される現サブフレームの映像データと、フレームメモリ１１２に
保管されている前サブフレームの映像データを比較し、変換後の映像データを決定する。
ＬＵＴは、上記データ変換のために用いられる。具体的には、現サブフレームデータの階
調値と前サブフレームデータの階調値とをＬＵＴに入力し、これに対応する印加電圧（実
際は、この印加電圧に対応する階調値）をＬＵＴから読み取って出力する。
【００３７】
　図１に示す高速動画処理部１１では、液晶パネル１４に対してｎ回の書き込みを行うと
共に、このｎ回の書き込み動作の全てに対してオーバーシュート駆動を行うものとする。
この場合、演算部１１１は、ｎ個のＬＵＴ１～ＬＵＴｎを有する。
【００３８】
　すなわち、上記動作においては、現サブフレームの映像データと前サブフレームの映像
データとは、同一フレーム中に行なわれるｎ回の書き込み動作の全てにおいて同じである
。しかしながら、同一フレーム中に行なわれる２回目以降の書き込みでは、それ以前の書
き込み動作によって、各画素への充電電圧および液晶分子の配向状態は変化しているため
、書き込みを行う度にオーバーシュート駆動を行なうための最適な印加電圧は異なってい
る。図１における高速動画処理部１１の構成では、同一フレーム中の書き込み動作の度に



(14) JP WO2008/117623 A1 2008.10.2

10

20

30

40

50

ＬＵＴを切り替えることによって、これらの書き込み動作時に実施される全てのオーバー
シュート駆動において最適な印加電圧を決定することができる。また、上記ＬＵＴの切替
は、映像データ信号と同時に入力される映像切替判定信号によって実行される。
【００３９】
　尚、演算部１１１においては、同一フレーム中の書き込み動作の度に書き込み回数がカ
ウントされ、ＬＵＴ１～ＬＵＴｎは上記カウント数に応じて使用されるＬＵＴが選択され
る。また、ホスト装置２から送信される映像データ信号は、フレームが変わる度にリフレ
ッシュされるが、ホスト装置２からこのリフレッシュ動作に伴って画像切替信号が入力さ
れる。演算部１１１では、この画像切替信号によって上記カウントがリセットされて、使
用するＬＵＴが最初のＬＵＴ１に戻される。
【００４０】
　次に、図３は、高速動画処理部１１の変形例を示すものである。図３に示す高速動画処
理部１１は、演算部１１３と予測演算部１１４とフレームメモリ１１５とを備えて構成さ
れている。先ず、演算部１１３と予測演算部１１４とには、ホスト装置２より映像データ
信号が入力される。また、フレームメモリ１１５には予測演算部１１４にて演算された映
像データ信号が入力される。フレームメモリ１１５は、予測演算部１１４から入力される
映像データ信号を、次の映像データ信号が入力されるまで保持する。
【００４１】
　演算部１１３は、オーバーシュート駆動を行うためのデータ変換を行うための処理部で
あり、上記データ変換処理を行うためのＬＵＴ（Look-Up Table）を一つ有している。演
算部１１３のＬＵＴは、ホスト装置２から入力される映像データ信号とフレームメモリ１
１５に格納されている映像データ信号とを入力とし、これに対応する印加電圧（実際は、
この印加電圧に対応する階調値）を読み取って出力する。
【００４２】
　演算部１１３では、図１の構成とは異なりＬＵＴの切替を行なわない。また、現サブフ
レームの映像データは、同一フレーム中に行なわれるｎ回の書き込み動作の全てにおいて
同じである。このため、同一フレーム中の書き込み動作で実施される全てのオーバーシュ
ート駆動において最適な印加電圧を行なうには、現サブフレームの映像データと比較され
る前サブフレームの映像データが書き込みの度に適切に更新されている必要がある。図３
の高速動画処理部１１の構成では、予測演算部１１４が、前サブフレームの映像データの
更新を行なう処理部となる。
【００４３】
　すなわち、予測演算部１１４は、演算部１１３と同様にＬＵＴ（Look-Up Table）を一
つ有している。このＬＵＴは、ホスト装置２から入力される映像データ信号（現サブフレ
ームの映像データに相当）とフレームメモリ１１５に格納されている映像データ信号（前
サブフレームの映像データに相当）とを入力とし、次の書き込み動作の時点で各画素が到
達している階調値を読み取って出力する。すなわち、予測演算部１１４は、液晶パネル１
４への書き込み動作が行われる度に、次回の書き込み動作時において到達しているであろ
う各画素の階調値を予測し、その予測された階調値に基づく映像データ信号をフレームメ
モリ１１５に更新する。
【００４４】
　このため、演算部１１３では、書き込み動作の度にフレームメモリ１１５に格納された
前サブフレームの映像データ信号が更新されていることになり、これらの書き込み動作時
に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定することができ
る。
【００４５】
　〔実施の形態２〕
　上記実施の形態１では、１フレーム期間中にＬＣＤパネル１４に対してｎ回の書き込み
を行っているが、このｎ回の書き込みに対応してホスト装置２から液晶表示装置１へのデ
ータ送信も１フレームにｎ回行なっている。この場合、ホスト装置２から液晶表示装置１
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へのデータ送信は高速データ送信が必要となり、データ送信における電力消費を増加させ
る。
【００４６】
　本実施の形態２では、ホスト装置２から液晶表示装置１への映像データの送信が１フレ
ームに１回のみである場合を説明する。尚、本実施の形態２に係る液晶表示装置の概略構
成は図２に示すものと同じである。
【００４７】
　本実施の形態２に係る高速動画処理部１１の構成および動作について、図４を参照して
詳細に説明する。
【００４８】
　図４に示す高速動画処理部１１は、演算部１１６と第１のフレームメモリ１１７と第２
のフレームメモリ１１８と現フレームデータ切替部１１９とを備えて構成されている。ホ
スト装置２から入力される現フレームの映像データ信号は、第１のフレームメモリ１１７
と現フレームデータ切替部１１９とに入力される。この時、それまで第１のフレームメモ
リ１１７に格納された映像データ信号は、第２のフレームメモリ１１８に送られてここで
保持される。すなわち、各フレームにおいて、第１のフレームメモリ１１７には現フレー
ムデータが保持され、第２のフレームメモリ１１８には前フレームデータが保持されるこ
ととなる。
【００４９】
　図４に示す高速動画処理部１１の構成では、あるフレームにおける最初の書き込み動作
時には、ホスト装置２から入力された映像データ信号が現サブフレームの映像データとし
て現フレームデータ切替部１１９を介して演算部１１６へ入力されると共に、第１のフレ
ームメモリ１１７に格納されていた映像データ信号が前サブフレームの映像データとして
現フレームデータ切替部１１９を介して演算部１１６へ入力される。この時、同時に、ホ
スト装置２から入力された映像データ信号は、第１のフレームメモリ１１７に入力されて
、第１のフレームメモリ１１７の格納データを書き換える。また、第１のフレームメモリ
１１７に格納されていた映像データ信号は、第２のフレームメモリ１１９に入力されて、
第２のフレームメモリ１１８の格納データを書き換える。演算部１１６では、ＬＵＴ１を
用いてオーバーシュート駆動を行うためのデータ変換を行うが、このＬＵＴ１は図１にお
けるＬＵＴ１と同じものである。
【００５０】
　本実施の形態２では、ホスト装置２から液晶表示装置１への映像データの送信は、１フ
レームにおける最初の書き込み動作時の１回のみである。この映像データ送信は、ＬＣＤ
パネル１４への書き込み動作速度に合わせて行われ、２回目以降の書き込み動作時には、
ホスト装置２から液晶表示装置１への映像データの送信は休止されるので、これにより、
低消費電力化が行える。
【００５１】
　次に、あるフレームにおける２回目以降の書き込み動作時には、第１のフレームメモリ
１１７に格納されていた映像データ信号が現サブフレームの映像データとして演算部１１
６へ入力され、第２のフレームメモリ１１８に格納されていた映像データ信号が前サブフ
レームの映像データとして演算部１１６へ入力される。この時、演算部１１６では、書き
込み動作の度にＬＵＴの切替を行い、ＬＵＴ２～ＬＵＴｎの何れかを用いてオーバーシュ
ート駆動を行うためのデータ変換を行うが、これらのＬＵＴ２～ＬＵＴｎも図１における
ＬＵＴ２～ＬＵＴｎと同じものである。
【００５２】
　図５は、図４に示す高速動画処理部１１の変形例を示すものである。図５に示す高速動
画処理部１１は、図４に示す構成から現フレームデータ切替部１１９を省略した構成であ
る。この場合、あるフレームにおける最初の書き込み動作時においても、ホスト装置２か
ら入力された映像データ信号は、一旦第１のフレームメモリ１１７に格納されてから現像
部１１６へ送られる。同様に、あるフレームにおける最初の書き込み動作時においても、



(16) JP WO2008/117623 A1 2008.10.2

10

20

30

40

50

第２のフレームメモリ１１８に格納されていた映像データ信号が前サブフレームの映像デ
ータとして演算部１１６へ入力される。
【００５３】
　次に、図６は、本実施の形態２における高速動画処理部１１の変形例を示すものである
。図６に示す高速動画処理部１１は、演算部１２０と予測演算部１２１と第１のフレーム
メモリ１２２と第２のフレームメモリ１２３と現フレームデータ切替部１２４とを備えて
構成されている。演算部１２０は、オーバーシュート駆動を行うためのデータ変換を行う
ための処理部であり、上記データ変換処理を行うためのＬＵＴ（Look-Up Table）を一つ
有している。また、予測演算部１２１は、液晶パネル１４への書き込み動作が行われる度
に、次回の書き込み動作時において到達しているであろう各画素の階調値を予測し、その
予測された階調値に基づく映像データ信号を第２のフレームメモリ１２３に更新する。
【００５４】
　図６に示す高速動画処理部１１の構成では、あるフレームにおける最初の書き込み動作
時には、ホスト装置２から入力された映像データ信号が現サブフレームの映像データとし
て現フレームデータ切替部１２４を介して演算部１１６へ入力されると共に、第２のフレ
ームメモリ１２３に格納されていた映像データ信号が前サブフレームの映像データとして
演算部１２０へ入力される。演算部１２０では、ＬＵＴを用いてオーバーシュート駆動を
行うためのデータ変換を行うが、このＬＵＴは図３における演算部１１３のＬＵＴと同じ
ものである。
【００５５】
　同様に、あるフレームにおける最初の書き込み動作時においては、予測演算部１２１に
は、ホスト装置２から入力された映像データ信号が現サブフレームの映像データとして現
フレームデータ切替部１２４を介して入力されると共に、第２のフレームメモリ１２３に
格納されていた映像データ信号が前サブフレームの映像データとして入力される。予測演
算部１２１では、ＬＵＴを用いて次回の書き込み動作時において到達しているであろう各
画素の階調値を予測演算するが、このＬＵＴは図３における予測演算部１１４のＬＵＴと
同じものである。
【００５６】
　次に、あるフレームにおける２回目以降の書き込み動作時には、第１のフレームメモリ
１２２に格納されていた映像データ信号が現サブフレームの映像データとして現フレーム
データ切替部１２４を介して演算部１２０へ入力されると共に、第２のフレームメモリ１
２３に格納されていた映像データ信号が前サブフレームの映像データとして演算部１２０
へ入力される。
【００５７】
　上記動作により、予測演算部１２１は、液晶パネル１４への書き込み動作が行われる度
に、次回の書き込み動作時において到達しているであろう各画素の階調値を予測し、その
予測された階調値に基づく映像データ信号を第２のフレームメモリ１２３に更新する。こ
のため、演算部１２０では、書き込み動作の度に第２のフレームメモリ１２３に格納され
た前サブフレームの映像データ信号が更新されていることになり、これらの書き込み動作
時に実施される全てのオーバーシュート駆動において最適な印加電圧を決定することがで
きる。
【００５８】
　図７は、図６に示す高速動画処理部１１の変形例を示すものである。図７に示す高速動
画処理部１１は、図６に示す構成から現フレームデータ切替部１２４を省略した構成であ
る。この場合、あるフレームにおける最初の書き込み動作時においても、ホスト装置２か
ら入力された映像データ信号は、一旦第１のフレームメモリ１２２に格納されてから現像
部１２０へ送られる。
【００５９】
　尚、図７の構成では、第１のフレームメモリ１２２のメモリサイズによって、データの
送受信スピードの違いを調整することができる。具体的には、１フレームにおける書き込
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み動作の回数がｎ回（ｎ≧２）であるときには、第１のフレームメモリ１２２のメモリサ
イズは、１フレーム分のデータの２（ｎ－１）／ｎ倍とすればよい。
【００６０】
　〔実施の形態３〕
　上記実施の形態２では、ホスト装置２から液晶表示装置１へのデータ送信も１フレーム
に１回行なうのみで、１フレーム期間中にＬＣＤパネル１４に対してｎ回の書き込みを実
施可能となっている。しかしながら、上記実施の形態２では、高速動画処理部１１におい
て２つのフレームメモリを必要とするため、メモリ増加によるコスト増加が発生する。
【００６１】
　本実施の形態３では、ホスト装置２から液晶表示装置１への映像データの送信が１フレ
ームに１回のみであり、かつ、使用するフレームメモリを１つとする場合を説明する。尚
、本実施の形態３に係る液晶表示装置の概略構成は図２に示すものと同じである。
【００６２】
　本実施の形態３に係る高速動画処理部１１の構成および動作について、図８を参照して
詳細に説明する。
【００６３】
　図８に示す高速動画処理部１１は、演算部１２５と予測演算部１２６とフレームメモリ
１２７とを備えて構成されている。ホスト装置２から入力される現フレームの映像データ
信号は、演算部１２５と予測演算部１２６とに入力される。
【００６４】
　図８に示す高速動画処理部１１の構成では、あるフレームにおける最初の書き込み動作
時には、ホスト装置２から入力された映像データ信号が現サブフレームの映像データとし
て演算部１２５と予測演算部１２６とに入力される。さらに、演算部１２５と予測演算部
１２６とには、フレームメモリ１２７に格納されている映像データ信号が前サブフレーム
の映像データとして入力される。
【００６５】
　演算部１２５では、ＬＵＴを用いてオーバーシュート駆動を行うためのデータ変換を行
うが、このＬＵＴは図３における演算部１１３のＬＵＴと同じものである。最初の書き込
み動作時には、演算部１２５での演算によって求められた印加電圧（実際は、この印加電
圧に対応する階調値）が出力される。
【００６６】
　一方、あるフレームにおける２回目以降の書き込み動作時には、ホスト装置２から映像
データ信号が入力されず、また、現サブフレームの映像データに相当するデータがフレー
ムメモリに格納されていないため、演算部１２５における演算は行なえない。このため、
２回目以降の書き込み動作時には、フレームメモリ１２７に格納されている映像データ信
号がＬＣＤパネル１４に出力される。
【００６７】
　ここで、フレームメモリ１２７に格納されている映像データ信号は、最初の書き込み動
作時に予測演算部１２６において演算された映像データ信号である。予測演算部１２６で
は、１フレーム中の書き込み回数がｎ回であるときに、２回目からｎ回目までの書き込み
動作時に同一の印加電圧でオーバーシュート駆動を行った場合に、最終的に所望の階調値
が得られるであろう印加電圧（実際は、この印加電圧に対応する階調値）を予測演算する
ものである。予測演算部１２６では、上記予測演算をＬＵＴを用いて実施し、その演算結
果となる映像データ信号をフレームメモリ１２７に格納する。
【００６８】
　上記実施の形態１ないし３に係る液晶表示装置１は、１フレーム中にｎ回の書き込み動
作を行うものであると共に、黒挿入表示を行うものである。また、この黒表示挿入はバッ
クライトの一括点灯制御によって行なわれる。液晶表示装置１におけるＬＣＤパネル１４
への書き込み動作とバックライト制御との関係例について、図９（ａ），（ｂ）を参照し
て説明する。
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【００６９】
　図９（ａ），（ｂ）共に、１フレームにｎ回の書き込みを行っているが、図９（ａ）で
は、１フレーム全体を用いてｎ回の書き込みを行っており、図９（ｂ）では、１フレーム
の一部に書き込み停止期間を設け、残りの期間を用いてｎ回の書き込みを行っている。
【００７０】
　図９（ａ）の動作では、第１の書き込みから第ｎの書き込みの途中までを黒表示期間（
すなわちＢＬ消灯期間）とし、第ｎの書き込みの途中からフレーム終了までを画像表示期
間（すなわちＢＬ点灯期間）としている。この構成においては、１フレーム全体を用いて
書き込みを行うため、各書き込み期間において液晶の応答時間を長く確保でき、表示の最
適化を行え、特にｎが大きくなるほど表示を良好にコントロールできる。
【００７１】
　一方、図９（ｂ）の動作では、第１の書き込みから書き込み停止期間の途中までを黒表
示期間（すなわちＢＬ消灯期間）とし、書き込み停止期間の途中からフレーム終了までを
画像表示期間（すなわちＢＬ点灯期間）としている。この構成においては、書き込み停止
期間を設けることによって低消費電力の効果が得られる。
【００７２】
　尚、図９（ａ），（ｂ）のいずれの構成においても、画像表示期間をフレーム終了まで
としているが、本発明はこれに限定されるものではなく、画像表示期間の終了は次フレー
ムの第１の書き込み期間にかかっても良い。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

液晶显示装置的高速运动图像处理部分（11）包括：具有多个LUT的计
算部分（111），根据该LUT，参考当前帧数据和前一帧获得用于执行过
冲驱动的输出。 数据; 帧存储器（112），其中存储前一帧的视频数据信
号。 在一个帧周期的每个写入周期中，计算部分（11）通过使用从主机
设备发送的视频数据信号作为当前帧数据，并通过使用视频数据信号，
进行用于执行过冲驱动的数据转换。 从帧存储器（112）中读出的作为
前一帧数据。 此外，在每个写入周期中切换用于执行过冲驱动的LUT。
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